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■
島
平
成
会
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
活
動
を

始
め
た
の
で
す
か
。

　
島
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
38

年
４
月
１
日
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
２
年
か
ら
は
「
島

平
成
会
」
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
７
年
度
現
在
の
会
員
数
は
24
名

（
男
性
13
名
、
女
性
11
名
）
で
す
。
年

齢
層
は
70
代
か
ら
90
代
で
、
90
代
の
会

員
は
３
名
い
ま
す
。

■
１
年
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か
。

　
定
例
の
活
動
と
し
て
、
月
一
回
、
百

歳
体
操
と
輪
投
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
の
活
動
で
す

が
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
頻
度
で
の
活
動
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
輪
投
げ
の
記
録
は
、
毎
月
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
や
愛
好
会
の
中
で
集
計
さ

れ
、
自
分
の
順
位
が
分
か
り
励
み
に
な

り
ま
す
。
90
代
の
会
員
も
活
躍
し
て
お

り
、満
点
を
出
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

輪
投
げ
は
、
自
分
が
思
っ
た
方
向
に

入
っ
て
く
れ
な
く
て
、
奥
が
深
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
結
果
で
、
県

大
会
や
寒
河
江
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
大
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
に
は
、
世
代
間
の
交
流
な
ど
も

考
え
、
二
の
堰
を
借
り
て
灯
篭
流
し
を

主
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か
ら

実
施
し
、
今
年
度
が
２
回
目
と
な
り
ま

し
た
。
地
区
の
子
ど
も
の
数
だ
け
ラ
ン

タ
ン
を
掲
げ
、
そ
の
後
、
灯
篭
を
流
し

ま
す
。こ
の
行
事
は
６
月
か
ら
準
備
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
二
の
堰
花
壇
の
整
備
や
神
社
清
掃
、

島
公
民
館
の
運
営
委
員
も
担
い
、
地
域

の
行
事
（
盆
踊
り
な
ど
）
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
へ
の
参
加
や
研
修
旅
行
な
ど
も
企
画

し
て
い
ま
す
。 

島平成会
プラス思考で
　仲良く・楽しく・元気よく地域づくり

特 集

今回は、島地区で活動する老人クラブ「島平成会」の皆さんに、
活動の楽しさや地域づくりについてお伺いしました。 
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て
い
ま
す
。

　
輪
投
げ
も
奥
が
深
く
思
う
よ
う
に
入

ら
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
入
る

の
か
な
ど
を
考
え
る
こ
と
も
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
一
回
の
研
修
旅
行
な
ど
は
外
出
の

よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
こ
と

を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
次
の

活
動
の
糧
に
も
な
り
ま
す
。

　
■
島
平
成
会
の
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
は
、
会
員
が
30
名
以
上
に
な
る

よ
う
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
以
前
は
、
サ
ロ
ン
活
動
の
運
営
も
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
運
営
が
大
変

で
休
ん
で
い
ま
す
。
新
た
な
サ
ロ
ン
の

立
ち
上
げ
に
関
す
る
こ
と
や
無
理
な
く

運
営
が
継
続
で
き
る
よ
う
な
対
策
も
、

ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
な
限
り
継
続
し

て
、
地
域
の
中
で
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
平
成
会
の
皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
？

　
老
人
ク
ラ
ブ
と
は
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
、
地
域
を
基
盤
に

自
主
的
に
作
る
組
織
で
す
。
社
会
参
加

を
通
じ
た
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
、

ま
た
、
そ
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た

世
代
間
交
流
な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
わ

た
り
、
明
る
い
長
寿
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
現
在
、
寒
河
江
市
で
は
、

８
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
５
０
０
名
余
り

が
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

■
会
員
の
皆
さ
ん
の
楽
し
み
や
生
き
が

い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
活
動
を
楽
し
み
に
、
毎
回
参
加
す
る

会
員
も
多
く
い
ま
す
。
会
員
も
高
齢
と

な
り
運
営
す
る
の
は
大
変
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
で
き
る
限
り
人
の
中
に
入
り

話
し
た
り
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
実

感
で
き
、
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
際
も
、

誰
か
か
ら
言
わ
れ
た
か
ら
参
加
す
る
の

で
は
な
く
、「
自
分
が
し
た
い
か
ら
」「
自

分
の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
で
参
加
し百歳体操百歳体操

取材の様子取材の様子
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　定例会で審査した議案のうち、特に皆さんに知っておいてほしいことをピックアップします。

※金額は、１万円未満を四捨五入して表記しています。

ここ ががポイント
令 和令 和 7年年  １2月 定 例 会月 定 例 会

鳥獣被害対策実施隊出動件数の増加
〇 農業振興費　有害鳥獣被害防止対策事業　250万円

　有害鳥獣による農作物被害が増加していることに伴い、鳥獣被害対策実施隊の出動経費等に対
し、寒河江市鳥獣被害防止対策協議会負担金として追加計上するもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�熊・イノシシ等に係る鳥獣被害対策実施隊の出動経費に充てる
　　とのことだが、これまで支給していた１回当たりの出動経費に
　　上乗せする形で補正を行うものなのか。 
Ａ．単価を上乗せするものではなく、当初予定していた出動件数を
　　大幅に上回る見込みとなったことから、出動人数及び回数の増
　　加に対応するための追加補正となります。

（ （ 12月月２日～日～12月月17日 日 //16日間）日間）

湯るりさがえの営業再開に向けて 
〇 市民浴場費　市民浴場管理運営事業　3038万円
　10月下旬から休業していた湯るりさがえについて、運営形態を指定管理者制度から市が直接
運営に関与する業務委託に変更したうえで、営業を再開するためのもの。

【こんな質疑が行われました】
Ｑ．�予算には、これまでの指定管理者から市が備品を買い取る

ための費用も含まれているが、その妥当性についてどう考
えているか。  

Ａ．�指定管理者と契約を解除した後の運営に必要な備品につい
ては、現に施設にて使用している備品等を、減価償却分を
差し引いた金額で市が買い取り、継続使用したほうが新し
く備品を購入するよりも効率的だと考えました。

Ｑ．�運営主体が指定管理者から市に変わることになるが、すで
に指定管理者から販売された回数券について、今後の取り
扱いはどうなるのか。 

Ａ．�販売済みの回数券については、今後も引き続き利用していただくことを考えています。また、
回数券の販売代金は指定管理者がその収入として運営に充てていますが、今後、業務委託と
なった場合の使用料は市の歳入（収入）となります。そのため、今後、利用された回数券に
ついては、指定管理者と清算させていただく予定です。

熊捕獲用の箱わな熊捕獲用の箱わな

湯るりさがえ湯るりさがえ

令 和 ７ 年 度 補 正 予 算
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陳 情 審 査 結 果
件　　　　名 付託委員会 審査結果・対応 

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労働者の処遇改善につなげる報
酬 10％以上の引き上げを求める意見書の提出に関する陳情書 厚生文教 採択・意見書案提出（議会案第４号）

全国一律最低賃金制の確立・時間額 1500 円の実現とこれに見合う中小企業支援拡充により
人口減少・流出に歯止めをかけるための意見書の提出を求める陳情 総務産業 採択・意見書案提出（議会案第５号）

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
採
決
結
果

 

柏
倉　
信
一

佐
藤　
政
人

野
口
康
一
郎

児
玉　
　
崇

月
光　
裕
晶

安
孫
子
義
徳

太
田　
陽
子

佐
藤　
耕
治

渡
邉　
賢
一

伊
藤　
正
彦

古
沢　
清
志

太
田　
芳
彦

阿
部　
　
清

沖
津　
一
博

荒
木　
春
吉

後
藤
健
一
郎

議第77号 ※ × ○ × 退 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています。）

○は賛成、×は反対、退は退席　※議長は採決に加わらない。

議第68号　寒河江市税外収入金督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部改正について
議第69号　寒河江市市税条例の一部改正について
議第73号　寒河江市水道給水条例等の一部改正について

督促手数料の廃止による徴収業務の最適化
　現在70円に設定されている督促手数料を廃止することで、徴収時にかかる時間や経費を削減
し、口座振替による納付勧奨や滞納者相談に業務を振り向け、市債権の徴収に係る事務の効率性
と徴収率の向上を目指すもの。令和８年４月１日以降に発送する督促状より廃止。なお、令和８
年３月31日以前に発出の督促に係る督促手数料については従前のとおり徴収となる。

条 例 改 正

令 和 7 年 1 2 月 定 例 会
議案番号 議　　案　　名 採決結果 議案番号 議　　案　　名 採決結果

承認
第５号

専決処分の承認を求めることについて（令和７
年度寒河江市一般会計補正予算（第６号））

承認
（全会一致） 議第76号 最上川寒河江緑地に係る指定管理者の指定につ

いて
可決

（全会一致）

承認
第６号

専決処分の承認を求めることについて（令和７
年度寒河江市一般会計補正予算（第７号））

承認
（全会一致） 議第77号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第９号） 可決

(賛否表参照)

議第66号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第８号） 可決
（全会一致） 議第78号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第１０号） 可決

（全会一致）

議第67号 令和７年度寒河江市水道事業会計補正予算（第
１号）

可決
（全会一致） 議第79号 令和７年度寒河江市国民健康保険特別会計補正

予算（第１号）
可決

（全会一致）

議第68号 寒河江市税外収入金督促手数料及び延滞金徴収
条例等の一部改正について

可決
（全会一致） 議第80号 令和７年度寒河江市介護保険特別会計補正予算

（第２号）
可決

（全会一致）

議第69号 寒河江市市税条例の一部改正について 可決
（全会一致） 議第81号 令和７年度寒河江市立病院事業会計補正予算

（第１号）
可決

（全会一致）

議第70号 寒河江市手数料条例の一部改正について 可決
（全会一致） 議第82号

寒河江市一般職の職員の給与に関する条例及び
寒河江市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部改正について

可決
（全会一致）

議第71号 寒河江市公民館に関する条例の一部改正につい
て

可決
（全会一致） 議第83号

寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条
例及び寒河江市立病院事業の管理者の給与等に
関する条例の一部改正について

可決
（全会一致）

議第72号 寒河江市火入れに関する条例の一部改正につい
て

可決
（全会一致）

議会案
第４号

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、す
べてのケア労働者の処遇改善につなげる報酬 １０％
以上の引き上げを求める意見書の提出について

可決
（全会一致）

議第73号 寒河江市水道給水条例等の一部改正について 可決
（全会一致）

議会案
第５号

全国一律最低賃金制の確立・時間額 １５００ 円実現と
これに見合う中小企業支援拡充により人口減少・流
出に歯止めをかけるための意見書の提出について

可決
（全会一致）

議第74号 寒河江市立病院使用料及び手数料条例の一部改
正について

可決
（全会一致）

議第75号 寒河江市田代地区多目的交流館に係る指定管理
者の指定について

可決
（全会一致）

提出議案等と採決結果令和7年12月定例会
可決・否決……一般議案、予算等
同意・不同意…人事案件等
認定・不認定…決算議案等
承認・不承認…専決処分議案等
採択・不採択…請願・陳情

令和７年第４回定例会の
議案等はこちらから
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議 論 ク ロ ー ズ ア ッ プ
【討論要旨】議第77号 令和７年度寒河江市一般会計補正予算（第９号）

予算概要：�休業中の湯るりさがえについて、運営形態を指定管理者制度から市が直接運営に
関与する業務委託に変更したうえで営業を再開するための予算。

市が直接関与し、管理体制を
強化して、速やかに営業再開すべき

新市民浴場指定管理者解除と
業務委託についての問題点

　多くの市民から、いつ再開するんだ、回数券
はいつ使えるんだという問い合わせが殺到して
おり、一刻も早い再開を望んでいる。1983年１
月、県内でも一番早い時期にオープンさせた市
民浴場として長い歴史があり、温泉という地域
資源の有効活用、体験型観光資源の磨き上げは、

市民や観光客の願いである。
不断の経営努力でオールナ
イト営業やおふろ無料の日、
スポーツイベントの割引券
提供など、さらなるサービ
ス向上が期待され、業務委
託への変更はやむを得な
い。 

　市民浴場の一刻も早い再開を願っております
が、本案は年度途中に管理形態を指定管理から
業務委託へ急ぎ変更するものであり、DBO方
式で18年の契約を検証しないまま移行すること
は、市民に税金投入への疑念を生じさせる恐れ
と、指定管理者制度への信頼を損なう恐れがあ

る。経営不振による契約解
消の検証も不十分なまま、
湯量低下問題と混同して進
めれば、原因と責任の所在
が曖昧となり、指定管理者
制度と行政への信頼に影響
を及ぼす恐れがあり、本補
正予算案に反対する。  

賛
成

反
対

無会派
渡邉 賢一 議員

壮風会
佐藤 政人 議員

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労働者の処遇改善に
つなげる報酬10％以上の引き上げを求める意見書の提出に関する陳情書 

全国一律最低賃金制の確立・時間額1,500円の実現とこれに見合う中小企業支援
拡充により人口減少・流出に歯止めをかけるための意見書の提出を求める陳情

陳情者：山形県医療労働組合連合会　執行委員長　鶴巻 学

陳情者：山形県労働組合総連合　議長　荻原 圭子 

【陳情概要】
　下記事項について、国に意見書の提出を求める。
　・�すべてのケア労働者の賃上げと人員配置増と、それに

よる医療・介護提供体制の維持が図られるよう、2026
年度の診療報酬改定と期中での介護報酬・障害サービ
ス等報酬の改定も実施し、それぞれ10％以上の引き上
げを行うこと。併せて当面の支援策として2025年度中
に全額公費による財政支援策を実施すること。

【陳情概要】
　下記事項について、国に意見書の提出を求める。
　・法改正により全国一律の最低賃金制度を創設すること 
　・最低賃金額を時間額1,500円以上とするよう求めること
　・前二項に見合うような中小企業支援策を求めること 

この陳情は全会一致で採択
しました。
また、陳情項目に関する意
見書は一部修正の上、全会
一致で可決し、国の関係機
関等に送付しました。

この陳情は全会一致で採択
しました。
また、陳情項目に関する意
見書は一部修正の上、全会
一致で可決し、国の関係機
関等に送付しました。

陳 意情・ 見書

意見書全文はこちらから意見書全文はこちらから

意見書全文はこちらから意見書全文はこちらから
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録画映像は
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沖沖お
き
お
き

津津つつ  

一一か
ず
か
ず

博博ひ
ろ
ひ
ろ  

議
員
議
員

市…市長答弁　　教…教育長答弁

休業中の湯るりさがえ休業中の湯るりさがえ

財政　 質問者 社会・暮らし　 質問者

ＡＩ活用による市役所業務改革 後藤 寒河江インターチェンジ周辺の開発 沖津

持続可能な財政運営について 後藤 湯るりさがえについて 沖津

コミュニティセンターの指定管理について 月光 情報が届きにくい高齢者などに対しての対応を 太田(陽)

健康・福祉　 質問者 常設のグラウンドゴルフ場について 月光

健康長寿のまちづくりの現状と取組 伊藤 鳥獣対策について 阿部

子育て　 質問者 第７次寒河江市振興計画（案）について 渡邉

「こども誰でも通園制度」をどのように活用していくか 太田(陽) 国道沿いや公園の環境美化推進について 渡邉

農業　 質問者 経済　 質問者

地域計画について 佐藤(政) 持続可能な本市商工業の発展と活性化 古沢

教育　 質問者 観光　 質問者

本市少年少女発明クラブについて 古沢 本市の観光の方向性について 佐藤(政)

寒河江市立新中学校施設整備基本計画 事業スケジュール 野口

寒
河
江
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
開
発
を

問
寒
河
江
イ
ン
タ
ー
東
側
に
流
通
団
地
、

特
色
あ
る
工
業
団
地
と
し
て
活
用
、
経

済
の
活
性
化
、
雇
用
対
策
を
し
て
は
。

市
寒
河
江
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
利
便
性
の

高
い
魅
力
的
な
場
所
で
す
。
し
か
し
、

浸
水
想
定
区
域
の
た
め
、
工
業
団
地
を

整
備
す
る
に
は
盛
土
工
事
が
必
要
で
あ

り
、
分
譲
価
格
が
高
額
に
な
る
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
寒
河
江
イ
ン
タ
ー
か
ら
天
童
市
に
向

け
た
道
路
整
備
を
進
め
、
経
済・観
光・

人
口
減
少
に
対
す
る
取
り
組
み
を
。 

市
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、
ほ
な

み
団
地
陵
東
中
学
校
線
完
成
後
の
市
内

交
通
の
変
化
を
踏
ま
え
た
次
期
道
路
網

構
想
を
検
討
中
で
す
。
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
踏
ま
え
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

つ
つ
道
路
整
備
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

問
湯
量
が
低
下
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

再
開
を
早
急
に
対
処
で
き
ず
長
期
休
業

に
な
っ
た
最
大
の
要
因
は
。

市
源
泉
井
戸
内
の
金
属
ケ
ー
シ
ン
グ
が

経
年
劣
化
で
崩
壊
し
、
土
砂
が
堆
積
し

た
こ
と
で
、
以
前
の
よ
う
な
湯
量
の
回

復
は
見
込
め
ず
、
日
や
時
間
帯
に
よ
っ

て
増
減
す
る
不
安
定
な
状
態
が
続
く
た

め
、
休
業
を
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
新
た
な
温
泉
掘
削
を
早
急
に
検
討
し
、

温
泉
湧
出
の
の
ち
、
露
天
風
呂
を
新
設

し
て
は
ど
う
か
。

市
新
市
民
浴
場
整
備
プ
ラ
ン
で
は
、
露

天
風
呂
は
将
来
的
に
拡
張
可
能
な
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
今
後
湯
量

が
確
保
さ
れ
、
利
用
者
か
ら
設
置
を
強

く
望
む
声
が
あ
れ
ば
、
建
設
に
向
け
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

湯
る
り
さ
が
え
の
今
後 

Ｑ． 一般質問とはなんですか？
Ａ． �議員が市長や教育長などに対し、市政全般についての事務の執行状況

や施策の方針、課題などを質問することです。質問は事前に通告した
内容に沿って一問一答方式で行われます。
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後後ごご

藤藤と
う
と
う
健健け
ん
け
ん
一一い
ち
い
ち
郎郎ろ
う
ろ
う  

議
員
議
員

太太お
お
お
お

田田たた  

陽陽よ
う
よ
う

子子ここ  

議
員
議
員

情
報
が
届
き
に
く
い
高
齢
者
な
ど
へ
、

個
別
的
な
支
援
の
強
化
を

相
次
ぐ
自
治
体
財
政
難
報
道
。

持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
。

問
広
報
誌
な
ど
で
補
え
な
い
、
熊
出
没

な
ど
の
緊
急
な
情
報
な
ど
、
ど
の
よ
う

に
カ
バ
ー
し
て
い
く
か
。

市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
媒
体
に
加
え
、
臨
時
的
な
書
類

の
配
布
や
戸
別
訪
問
な
ど
、
状
況
に
応

じ
た
多
様
な
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
市

民
の
皆
様
に
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
が
届
く

よ
う
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

問
防
災
行
政
無
線
の
更
新
時
期
に
き
て

い
る
今
、
課
題
で
あ
る
情
報
が
届
き
に

く
い
高
齢
者
等
へ
、
戸
別
受
信
機
（
防

災
ラ
ジ
オ
）
の
活
用
を
考
え
て
は
。

市
戸
別
受
信
機
は
、
現
在
、
町
会
長
や

急
傾
斜
地
地
区
の
世
帯
、
福
祉
施
設
等

に
配
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
者

世
帯
に
配
置
す
る
場
合
は
、
電
波
を
受

信
し
に
く
い
場
所
が
あ
る
等
の
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
市
民
お
よ
び
市
内
企
業
の
幸
福
向
上
、

市
財
政
安
定
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
戦

略
的
投
資
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
基
幹
産
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
を
支

え
て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
の
強
化
に
加

え
、
将
来
の
成
長
分
野
へ
の
戦
略
的
投

資
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
持

続
的
な
発
展
と
税
収
ア
ッ
プ
、
市
民
の

幸
福
感
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問
市
長
・
市
職
員
・
議
会
・
市
民
が
同

じ
目
線
で
理
解
し
、
課
題
共
有
で
き
る

「
白
書
」
を
作
成
し
、
周
知
し
て
は
。

市
財
政
状
況
や
将
来
の
見
通
し
を
丁
寧

に
説
明
し
、
課
題
を
共
有
し
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
不
可
欠
で
す
。
Ｑ
＆

Ａ
方
式
の
説
明
冊
子
や
漫
画
・
イ
ラ
ス

ト
の
活
用
に
よ
る
白
書
な
ど
理
解
し
や

す
い
資
料
作
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

の
実
施 

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る

業
務
改
革
と
観
光
振
興

問
令
和
８
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
あ

た
り
、
子
ど
も
の
良
質
な
成
長
環
境
を

目
指
し
、
課
題
点
や
拡
充
す
べ
き
点
は
。

市
７
月
か
ら
制
度
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

大
き
な
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

制
度
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
ほ
か
、
利
用
し

た
方
の
意
見
を
聴
き
、
使
い
や
す
い
制

度
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
民
間
事
業
者
へ
の
支
援
や
障
が
い
児

な
ど
幅
広
い
子
ど
も
の
利
用
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
か
。

市
令
和
８
年
度
実
施
予
定
の
民
間
事
業

者
に
、
市
で
先
行
実
施
し
た
際
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
児
支
援
事
業
者
が
制
度
の
実
施

を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
条
例
等
に
従

い
認
可
す
る
等
、
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

問
業
務
の
質
と
効
率
の
向
上
、
国
の
補

助
及
び
自
治
体
用
Ａ
Ｉ
登
場
等
か
ら
、

生
成
Ａ
Ｉ
を
本
格
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

市
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
つ
つ

自
治
体
向
け
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
予
算
化
後
、
来
年
度

か
ら
本
格
活
用
し
、
職
員
の
業
務
負
担

軽
減
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

問
ネ
ッ
ト
検
索
及
び
生
成
Ａ
Ｉ
対
応
を

考
慮
し
、
市
の
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
う
え
で
、
体
系
立
て
て
整
理
・
公
開

し
て
は
ど
う
か
。

市
本
市
の
観
光
情
報
が
ネ
ッ
ト
検
索
や

生
成
Ａ
Ⅰ
で
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の

充
実
が
必
要
で
す
。
今
後
、
観
光
情
報

発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て
観
光
関
係
者

と
と
も
に
研
究
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

戸別受信機を高齢者へ戸別受信機を高齢者へ

分かりやすい財政資料で、分かりやすい財政資料で、
強みや課題を共有 強みや課題を共有 
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古古ふ
る
ふ
る

沢沢さ
わ
さ
わ  

清清き
よ
き
よ

志志しし  

議
員
議
員

月月が
っ
が
っ
光光こ
う
こ
う  

裕裕ゆ
う
ゆ
う

晶晶し
ょ
う

し
ょ
う  

議
員
議
員

本
市
子
ど
も
達
の
豊
か
な
発
想
は

県
の
発
明
ク
ラ
ブ
を
リ
ー
ド

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
制
度

問
令
和
４
年
８
月
に
少
年
少
女
発
明
ク

ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
順
調
に
事
業
が
進
ん

で
い
る
よ
う
だ
が
、
設
立
の
経
緯
と
目

的
は
。

教
山
形
県
発
明
協
会
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
も

の
づ
く
り
等
に
関
す
る
興
味
関
心
を
追

究
す
る
場
を
提
供
し
、
創
作
す
る
喜
び

を
通
し
て
、
創
造
性
豊
か
な
人
間
形
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。

問
本
市
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
生
徒
さ
ん

は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
数
を

誇
る
よ
う
だ
が
、
活
動
状
況
は
。

教
月
２
回
程
度
、
土
曜
日
の
午
前
中
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
振
動

を
利
用
し
た
コ
マ
づ
く
り
な
ど
の
ほ
か
、

寒
河
江
工
業
高
校
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

の
協
力
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
づ
く
り
も
行
い
ま
し
た
。

問
柴
橋
地
区
公
民
館
の
各
分
館
は
ど
う

い
っ
た
立
ち
位
置
に
な
る
の
か
。

市
条
例
改
正
に
よ
り
、
制
限
の
な
い
自

由
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
他
の
地
区
公
民
館
分
館
と
同
様
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
研

修
や
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
市
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
運
営
し

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
か
。

市
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
地
域

住
民
が
自
ら
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
性
の
確
保

や
地
域
活
性
化
に
向
け
て
活
動
し
、
よ

り
均
衡
あ
る
本
市
の
発
展
が
図
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
本
市
商
工
業
の

発
展
と
活
性
化
に
期
待

常
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
整
備

問
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
「
大
廃

業
時
代
」
が
訪
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
後
継
者
育
成
や
事
業
承
継
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

市
事
業
承
継
を
進
め
て
い
く
た
め
、
事

業
意
欲
の
あ
る
人
材
の
育
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
後
継
者
を
必

要
と
す
る
事
業
者
と
事
業
意
欲
の
あ
る

人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
円
滑
に
進
め

る
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
本
市
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影

響
を
ど
の
程
度
と
捉
え
て
い
る
か
。

市
今
年
秋
に
市
内
の
２
０
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
業
況
調
査
で
、
有
効
回
答

１
４
３
社
の
う
ち
、
影
響
が
あ
っ
た
と

の
回
答
は
13
％
で
し
た
。
今
後
も
市
内

へ
の
影
響
を
注
視
し
、
状
況
に
応
じ
て

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
新
た
に
市
長
と
な
っ
た
齋
藤
市
長
の

考
え
は
。

市
寒
河
江
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

様
よ
り
「
常
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
早
急
な
整
備
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た

タ
イ
ト
ル
で
要
望
書
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
早
速
対
応
を
検
討
す
る
よ
う
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
整
備
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

市
利
用
者
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
満
足

度
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
プ

レ
ー
環
境
と
な
る
よ
う
、
現
状
に
お
い

て
最
も
ス
ム
ー
ズ
な
専
用
施
設
の
実
現

を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

さがえ少年少女発明クラブさがえ少年少女発明クラブ
活動の様子活動の様子

常設のグラウンドゴルフ場を常設のグラウンドゴルフ場を
寒河江市に！寒河江市に！

9 LetterLetter2026.02.05



録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

伊伊いい

藤藤と
う
と
う  

正正ま
さ
ま
さ

彦彦ひ
こ
ひ
こ  

議
員
議
員

佐佐ささ

藤藤と
う
と
う  

政政ま
さ
ま
さ

人人とと  

議
員
議
員

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
法
制
化
し

た
「
地
域
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
本
市

農
業
の
将
来
像
を
示
す
「
地
域
計
画
」

の
実
効
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
耕
作
農

地
と
遊
休
農
地
の
実
態
、
10
年
後
の
農

地
減
少
見
込
み
、
中
山
間
地
域
の
活
用

方
針
は
。

問
耕
作
農
地
・
遊
休
農
地
の
現
状
と
10

年
後
の
農
地
見
通
し
、
中
山
間
地
域
の

活
用
方
針
に
つ
い
て
、
遊
休
農
地
活
用

や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
含
め
、
地
域
計
画
の

具
体
化
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

市
耕
作
農
地
は
平
成
18
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
お
り
、
10
年
後
も
減
少
の
見

込
み
で
す
。
地
域
計
画
を
通
じ
て
各
地

域
で
議
論
し
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保

や
営
農
の
効
率
化
と
あ
わ
せ
、
地
域
資

源
と
し
て
の
農
地
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
多
様
な
観
光
資
源
を
持
ち
な
が
ら
、

本
市
は
周
遊
性
や
消
費
拡
大
に
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
独
自
資
源
の
掘
り
起
こ

し
と
体
験
型
観
光
の
磨
き
上
げ
、
指
標

を
伴
う
「
稼
ぐ
観
光
」
へ
の
転
換
、
観

光
人
材
育
成
の
方
向
性
は
。

問
「
寒
河
江
な
ら
で
は
」
の
独
自
資
源

の
掘
り
起
こ
し
、
人
材
育
成
や
滞
在
・

消
費
拡
大
を
通
じ
て
「
稼
ぐ
観
光
」
を

ど
う
実
現
す
る
の
か
。

市
観
光
客
へ
の
訴
求
力
と
い
う
視
点
か

ら
掘
り
起
こ
し
た
独
自
性
の
高
い
観
光

資
源
の
活
用
と
観
光
地
域
づ
く
り
の
担

い
手
の
確
保
に
よ
り
、
周
遊
お
よ
び
体

験
型
観
光
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、

「
稼
ぐ
観
光
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

地
域
計
画 

10
年
後
の
見
通
し

本
市
の
観
光
の
方
向
性

いきいき百歳体操いきいき百歳体操
（箕輪元気クラブ）（箕輪元気クラブ）

田代の田園風景田代の田園風景

問
「
い
の
ち
支
え
る
寒
河
江
市
自
殺
対

策
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
の
実
績
及
び

方
向
性
は
。

市
精
神
科
医
の
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
や

小
中
学
生
へ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
、

相
談
窓
口
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
で
の
知
識

の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

相
談
支
援
体
制
や
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
の
元
気
の
源
は
高
齢
者
と
考
え

る
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
力
を
う

ま
く
引
き
出
す
た
め
の
対
応
策
は
。

市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
記
載
の
と
お

り
、
生
涯
学
習
を
通
じ
た
生
き
が
い
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
就
労
・
就
業
機

会
の
促
進
、
住
民
同
士
の
介
護
予
防
活

動
等
、
活
躍
の
場
や
生
き
が
い
づ
く
り

の
場
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
と
取
り
組
み

　
振
興
計
画
に
う
た
う
「
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
生
涯
を
通
じ
て
、
い
き
い
き

と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
。」
に
あ
た
り
、
心
身
の

健
康
維
持
及
び
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
が
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

問
新
第
６
次
振
興
計
画
上
の
特
定
健
診

及
び
各
種
が
ん
検
診
受
診
率
の
目
標
達

成
の
見
通
し
及
び
評
価
は
。

市
特
定
健
診
の
受
診
率
は
計
画
策
定
時

よ
り
伸
び
て
お
り
ま
す
。
が
ん
検
診
は
、

制
度
の
変
更
が
あ
り
、
達
成
度
の
評
価

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
未
受
診
の
方
に
は
、

積
極
的
な
受
診
勧
奨
を
し
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

阿阿ああ

部部べべ　　

清清き
よ
し

き
よ
し  

議
員
議
員

野野のの

口口ぐ
ち
ぐ
ち
康康こ
う
こ
う
一一い
ち
い
ち
郎郎ろ
う
ろ
う  

議
員
議
員

　
令
和
11
年
４
月
開
校
ま
で
時
間
が
な

い
中
で
、
現
在
本
市
が
進
め
て
い
る
新

中
学
校
開
校
ま
で
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
本
市
の
想
定
通
り
に
進
ん
で
い
る

の
か
。

問
県
と
交
渉
し
て
い
る
県
立
寒
河
江
高

等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
用
地
取
得
の
見

通
し
は
。

教
今
年
２
月
に
県
に
対
し
用
地
取
得
に

つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
寒
河
江
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
各
種
施
設
の
補
償
や
代
替
措
置
な
ど

県
と
交
渉
中
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
中

に
取
得
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

新
中
学
校
開
校
の
見
通
し

問
学
校
建
設
工
事
の
入
札
不
調
が
発
生

し
て
い
る
が
、
本
市
で
そ
の
よ
う
な
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
対
策
は
。

教
他
の
公
共
工
事
の
入
札
状
況
等
も
注

視
し
、
多
く
の
事
業
者
か
ら
の
参
加
が

あ
る
よ
う
入
札
参
加
条
件
等
も
精
査
す

る
と
と
も
に
、
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
行
い
、
適
切
な
入
札
期
間
を
設
定
す

る
な
ど
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
事
業
計
画
を
始
め
た
頃
と
比
べ
、
物

価
や
賃
金
が
上
昇
し
て
い
る
と
思
う
が

予
算
見
直
し
の
考
え
は
。

教
基
本
計
画
で
示
し
た
概
算
事
業
費
に

つ
い
て
は
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
の
社
会
情
勢
等
を
見
極

め
な
が
ら
、
事
業
費
の
見
直
し
を
検
討

し
、
限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

一刻も早い譲渡完了を 一刻も早い譲渡完了を 

外出時は周りに注意外出時は周りに注意

問
全
国
で
熊
に
よ
る
人
身
事
故
が
起
き

て
い
る
。
市
街
地
へ
出
没
し
た
際
の
市

民
へ
の
周
知
は
。

市
広
報
車
や
防
災
行
政
無
線
等
を
使
用

し
て
対
象
地
域
の
皆
様
に
、
注
意
喚
起

の
放
送
を
行
い
周
知
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
没
注
意
の
ぼ
り
旗
や
看
板
の
設

置
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
熊
の
出
没
は
朝
や
夕
方
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
市
か
ら
の
学
校
通
達
及

び
登
下
校
の
安
全
対
策
は
。

教
学
校
教
育
課
で
ク
マ
出
没
情
報
を
入

手
後
、
該
当
学
区
の
小
中
学
校
長
へ
の

連
絡
、
さ
く
ら
連
絡
網
で
保
護
者
へ
の

情
報
提
供
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
学
校
で
は
状
況
に
応
じ
保
護
者

に
車
で
の
送
迎
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

被
害
を
未
然
に
防
ぐ

本
市
の
鳥
獣
対
策
は

　
全
国
で
熊
が
人
里
に
出
没
し
て
い
る
。

特
に
ブ
ナ
の
実
や
ど
ん
ぐ
り
な
ど
の
凶

作
が
出
没
の
引
き
金
に
な
り
や
す
く
、

人
が
管
理
し
な
い
里
山
に
、
餌
と
な
る

柿
や
残
飯
な
ど
が
あ
る
こ
と
で
、
熊
が

人
里
に
近
づ
く
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

問
収
穫
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
柿

の
木
が
あ
る
。
地
区
民
の
安
全
対
策
と

し
て
の
伐
採
は
。

市
人
の
生
活
圏
に
近
づ
け
な
い
対
策
と

し
て
は
、
不
要
果
樹
の
除
去
や
熊
の
移

動
経
路
と
な
る
藪
の
刈
払
い
等
が
有
効

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
や
県
の
補
助

金
等
を
活
用
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は各委員会での視察の状況についてお伝えします。

録画映像は
こちらから

渡渡わ
た
わ
た

邉邉な
べ
な
べ  

賢賢け
ん
け
ん

一一い
ち
い
ち  

議
員
議
員

請願 ・ 陳情とは
市政などに対する意見や要望を文書で議会に提出することができます。

提出方法は市議会ホームページに掲載しております。
詳しくは、市議会事務局（0237-85-1899）へお問い合わせください。

種　類 請  　　願 陳 　 　情

根拠等
○憲法によって保障された基本的権利です。
○�提出するには、１人以上の市議会議員の

紹介が必要です。

○法的根拠はありません。
○提出するには、紹介議員は必要ありません。

受理後
の流れ

○所管の委員会に付託して審査され、本会
　議で最終的に採択・不採択が決められます。
○�審査予定日および結果は提出された方に

通知されます。

○�陳情書受理後、審査の実施について協議し、
審査することとなった場合、付託された委
員会で最終的に採択・不採択が決められます。

○�審査実施の有無、審査予定日（審査実施の
時）および結果は提出された方に通知され
ます。

○�執行機関等に意見書提出を求める請願・陳情が委員会において採択された場合、委員会
より本会議に意見書提出に関する議会案が提出されます。当該議会案が本会議において
可決された場合には執行機関等に意見書が送付されます。

市議会ホームページ
請願・陳情について

問
寒
冷
地
に
も
強
く
、
雑
草
を
抑
え
、

長
期
間
に
わ
た
り
花
を
楽
し
め
る
「
多

年
草
」
品
種
を
市
民
の
力
を
借
り
て
植

裁
す
べ
き
。

市
多
年
草
に
つ
い
て
は
、
現
在
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
の
管
理
の
手
が
届

い
て
い
な
い
場
所
へ
の
導
入
を
念
頭
に

維
持
管
理
や
費
用
対
効
果
を
総
合
的
に

判
断
し
て
、
採
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
自
然
を
愛
し
、
人
を
愛
す
る
市
民
の

心
を
明
る
く
し
、
地
域
の
交
流
を
生
む

大
切
な
き
っ
か
け
に
な
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
。

市
植
栽
な
ど
の
緑
化
活
動
に
積
極
的
な

団
体
に
対
し
、
モ
デ
ル
と
な
る
植
栽
箇

所
を
提
供
し
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
等
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
植
栽
活
動

に
参
加
で
き
る
よ
う
な
、
新
た
な
環
境

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
街
並
み
や

景
観
の
環
境
美
化
を

　
近
年
、
国
道
や
公
園
の
雑
草
が
生
い

茂
っ
て
、
魅
力
的
な
景
観
が
著
し
く
損

わ
れ
て
い
る
。
再
び
、
花
と
緑
で
彩
り
、

訪
れ
る
人
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
き
れ

い
に
な
っ
た
ね
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
環
境
を
取
り
戻
す
べ
き
だ
。

問
雑
草
が
繁
茂
す
る
国
道
の
花
壇
エ
リ

ア
や
指
定
管
理
事
業
の
公
園
な
ど
を
放

置
し
て
い
る
責
任
は
。

市
道
路
や
公
園
な
ど
の
維
持
管
理
は
基

本
的
に
施
設
の
管
理
者
が
対
応
す
べ
き

事
柄
と
な
り
ま
す
が
、
関
係
者
と
意
見

を
交
換
す
る
機
会
を
捉
え
て
、
景
観
保

全
を
含
め
た
協
力
を
依
頼
し
な
が
ら
、

適
正
な
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

美しい景観をつくる美しい景観をつくる
フラワーロード植栽フラワーロード植栽

（（道の駅寒河江チェリーランド付近道の駅寒河江チェリーランド付近））
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議会日誌
　寒河江市議会はさまざまな分野について日々調査・研究を行っております。

　今回は各委員会での視察の状況についてお伝えします。

白石市の学びの多様化学校白石市の学びの多様化学校

10月21日 栃木県大田原市  廃校の利活用 
　　　　　　　　　　 （多機能型障害福祉サービス事業所）
10月22日 栃木県那須町  廃校の利活用（那須まちづくり広場）
10月23日 宮城県白石市  学びの多様化学校（白石きぼう学園）
　白石市では、増加傾向にある不登校児童生徒に学びの機
会を提供するため、市・教育委員会・市議会が一体となり、
東北で初めて「学びの多様化学校※」の開校を実現させま
した。そのための資金調達においても独自の基金を設立す
るなどの先進的な取り組みを行っており、今後の不登校児
童生徒対策の参考となるものでした。
※�学びの多様化学校……様々な理由により不登校となって

いる児童生徒を対象に、登校時間やカリキュラム編成な
どを柔軟に運用することにより、多様な学びの機会を得
られるよう整備された学校。

 行政視察
 　厚生文教常任委員会

高山市にて説明を受ける議員高山市にて説明を受ける議員

10月28日 岐阜県高山市　観光振興について 
10月29日 岐阜県下呂市　下呂市地域公共交通計画
　　　　 岐阜県土岐市　土岐市地域資源活用推進計画
　高山市は、「観光を活用した持続可能な地域づくり方針」
に基づき、国内外から選ばれ続ける、住んでよし、訪れて
よしの「国際観光都市 飛騨高山」の実現を目指しています。
官民協働での観光振興施策は、それぞれの役割を明確化し
運営されていました。10を超える言語でのホームページや
散策マップの作成、ワンストップ医療相談窓口の開設、公
共無線 LAN の提供など、さまざまな国の方が安心して滞
在できる環境が整備されています。
　当委員会でも、この先進的な取り組みを参考に施策を調
査検討してまいります。

 行政視察
 　総務産業常任委員会

港区の議場内設備について港区の議場内設備について
説明を受ける議員説明を受ける議員

11月13日 東京都港区　本会議における手話通訳と文字通訳
11月14日 埼玉県狭山市　狭山市議会デジタル化推進方針
　港区議会では、障がいの有無にかかわらず誰もが議会審
議の内容を理解できる開かれた議会を目指し、議会中継映
像や傍聴席用モニターに手話通訳と文字通訳（字幕）を挿
入する取り組みを行っています。これにより、区民が議員
や区長の発言内容を理解し、主権者として自分たちのまち
をより良いものにするために政治参加することができてい
ます。
　本市議会においても「開かれた議会」実現に向け、視察
で学んだことを参考に取り組んでまいります。 

 行政視察
 　議会運営委員会
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日 月 火 水 木 金 土
２/
15

16 17 18 19
招集告示

20
請願・陳情
締切日

21

22 23 24
議会運営委員会

25 26 27
本会議

（議案説明）

28

３/
1

２
議案調査日

３
議案調査日

４
本会議

（一般質問）

５
議案調査日

６
本会議

（一般質問）

７

８ ９
本会議（質疑）、
予算特別委員会、
委員会・分科会

10
議案調査日

11
予算特別委員会、
本会議（採決、質疑）、
委員会・分科会

12
委員会・分科会

13
委員会・分科会

14

15 16
委員会・分科会

17
事務処理日

18
事務処理日、
議会運営委員会

19
予算特別委員会、
本会議（採決）

20 21

３月定例会の日程（予定）

編 集 後 記

議会広報委員会　阿部 清

傍聴を希望される皆様へ
　開会時間はいずれも午前９時30分です。日程が変更になる
場合や傍聴をご遠慮いただく場合があります。

請願・陳情の締め切り
　３月定例会の請願・陳情は「２月20日(金)正午まで」に議
会事務局へご持参ください。

　12月定例会も閉会し、令和７年度最後の「Letter」
を発行することができました。令和７年は、猛暑に
よる水不足や熊騒動、市民浴場源泉の問題など
「災」の一年だったように感じます。
　令和８年の干支は丙午。60年に一度巡ってくる特
別な年であり、力強く激しいエネルギーを持つ年と
言われております。市政においては、市立病院と県
立河北病院の統合や学校再編、新たにスタートを切
る第７次振興計画などが力強く進んでいくことに期
待が高まる年となっています。
　議会広報委員会では、令和８年も議会の活動を丁
寧に報告し、分かりやすい紙面づくりに努めていき
ます。今年も、さがえ市議会だより「Letter」をよ
ろしくお願いいたします。

より近くに
時代に合わせた発信

市議会ホームページを
見てみませんか

寒河江市議会
ホームページ

寒河江市議会では、ＳＮＳによる情報発信を行っ
ております。
いいね！やフォロー、よろしくお願いします。

　寒河江市議会では「開かれた議会」を実現するため、
ホームページで議案書等の公開や本会議等のインター
ネット中継を行っています。市議会の活動や市政の状況
を知ることができますので、ぜひご活用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合わせく
ださい。
○議会事務局
　０２３７－８５－１８９９

　寒河江市議会広報委員会では、11月６日に新庄市で開
催された研修会に参加しました。「議会だよりを『より
強力な広報ツール』に！」を演題とし、県内13市の議会
広報誌の強みや課題を共有しました。研修で得た知識を
活かし、市民の皆様により分かりやすい広報誌の作成・
編集に注力していきます。

＠sagae.gikai ＠sagae_gikai ＠sagae_gikai

市議会だよりに関する研修会に
参加しました
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